
1. はじめに 

転倒防止器具に要求される「性能」は、前述の東京消

防庁のアンケート 1)結果からも明らかなように、単に「耐

震性」のみにとどまらない。そこで筆者らは、各転倒防

止器具を耐震性に加え、経済性などにも着目して多角的

な視点から実用面の評価を行うことを試みた。合わせて、

撮影した実験の映像をＷＥＢ上に一般公開している様子

を紹介する。 
2. 実用面の評価 

実用面の評価を行うに際し、耐震性の他に経済性（ホ

ームセンター又はインターネットの実売価格）、意匠性

（見え具合）、家具傷リスク、下地対応性、設置難易度の

評価軸を設定した。各評価軸の評価基準は、既往文献を

参考に表 1 のように定め、評価の結果をレーダーチャー

トとして表 2 に示す。なお、耐震性指標が 2 点以下の器

具については、転倒防止器具としての要件を満たしてい

ないものと判断してレーダーチャートは割愛した。 
多角的な視点から評価を行う事によって、例えば「寝

室では耐震性を最優先にして転倒防止器具を選択する。」、

「長時間滞在する事の少ない部屋については、耐震性以

外の指標の優先度を高くして転倒防止器具を選択する。」

といった合理的な対応が可能になると思われる。 
3. ＷＥＢ上での公開 

今回行った実験の模様は、名古屋大学福和研究室の防

災・耐震設計の家具転倒防止のコンテンツホームページ

（以下、HP）において、静止画及び動画として一般に公

開されている（図 1）。HP では本論で触れていない液晶

テレビ・洗濯機などの家電を試験体とした実験なども掲

載されており、一定の条件の元でこれだけの家具・家電

の転倒防止方法を網羅的に一般公開しているものは少な

い。また、プルダウンメニューによって転倒防止方法を

簡単に選択し、器具の止め方及び同条件での転倒防止効

果が視覚的に比較することができるように設計されてい

る。 
この HP を実際に操作することで、様々な転倒防止方

法を自分の目で比較できるので、家具転倒防止対策を予

定している部屋、置かれている家具・家電に合わせて、

適切な方法が選択しやすくなっている。 
4. まとめ 

3 種類の本棚形状家具と 11 種類の転倒防止器具を用い

て戸建て住宅の室内を再現した振動台実験を行い、家具

転倒の有無、損傷する部分などの実験結果を得た。既往

家具転倒防止促進のための振動実験・シミュレータＷＥＢの作成 
その３ 実験結果の実用面の評価とＷＥＢ公開 
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表 1 評価基準 
軸名 項目 1 点 2 点 3 点 4 点 5 点 

A 耐震性 
（震度 6 強） 転倒 家具、器具の破損

大きなロッキング

大きなすべり出し

小さなロッキング 
小さなすべり出し 安定 

B 経済性 4,000 円超 － 2,000 円～4,000 円 － 2,000 円未満 
C 意匠性 － 大きく見える 少し見える 殆ど見えない まったく見えない

D 家具傷リスク － 天面かつ側面に傷 天面又は側面に傷 非可視面に傷 傷を付けない 

E 下地対応性 － 特定位置に 
下地必要 

高さ方向又は横方向

いずれか位置限定

高さ方向、横方向 
共に位置は自由 下地不要 

F 設置難易度 家具完全移動必要 － 傾ける又はずらす － 家具移動など不要

表 2 評価結果レーダーチャート 

背面固定式 側面固定式

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

A

背面レール式

隙間収納＋ストッパー

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

A

階高レール式ベルト式（下方固定）

B

C

D

E

F

A

ベルト式（上方固定）

B

C

D

E

F

A

プレート式

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

A

Ｌ型金具* *

* フローリングの場合にはストッパー併用を前提とした評価 
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の実験と合わせて、戸建て住宅における強震時（震度 6
強）の転倒防止器具の有効性をまとめた。 

また、耐震性以外にも経済性、意匠性、家具傷リスク、

下地対応性、設置難易度の評価を行い、レーダーチャー

トで表現した。この評価を参考にして各部屋・家具の重

要度・使用頻度により転倒防止器具を使い分けて頂くと

よい。 
さらに、撮影した映像を編集して転倒防止器具の止め

方の仕様とともにＷＥＢ上で公開した。ご家庭内で家具

転倒防止対策の必要性を感覚的に理解して頂けると確信

しており、このような地道な啓蒙活動が人々の意識改革

に繋がり、総合的に震災時の安全性を高めることができ

るものと考えている。 
今後は上階の床応答波での検証、別の室内仕様での検

証などにより、評価精度を上げていきたいと考えている。 
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図 1 家具転倒防止コンテンツのホームページ (http://www.sharaku.nuac.nagoya-u.ac.jp/laboFT/fall_furniture/index.html) 
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